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㻌  n ㌟㛗䠄cm䠅 య㔜䠄kg䠅 ᗙ㧗䠄cm䠅 BMI 
୰䠍 69 152.55 㼼 7.53 42.43 㼼 7.66 80.69 㼼 4.38 18.16 㼼 2.55 
୰䠎 66 161.73 㼼 5.81 48.30 㼼 7.61 84.67 㼼 3.69 18.40 㼼 2.24 
୰䠏 87 166.15 㼼 5.83 53.46 㼼 7.51 87.93 㼼 3.48 19.31 㼼 2.08 
㧗䠍 75 169.88 㼼 5.27 58.65 㼼 8.88 86.80 㼼 5.65 20.29 㼼 2.64 
㧗䠎 63 171.85 㼼 5.96 61.06 㼼 7.93 89.96 㼼 5.04 20.65 㼼 2.24 
㧗䠏 57 171.81 㼼 5.25 63.80 㼼 7.99 91.45 㼼 4.07 21.64 㼼 2.21 
㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
㻌  n ㌟㛗䠄cm䠅 య㔜䠄kg䠅 ᗙ㧗䠄cm䠅 BMI 
୰䠍 70 151.54 㼼 5.65 41.32 㼼 6.82 81.32 㼼 3.38 17.91 㼼 2.19 
୰䠎 62 155.70 㼼 6.57 46.89 㼼 6.94 83.36 㼼 3.42 19.29 㼼 2.27 
୰䠏 61 158.37 㼼 5.53 49.25 㼼 7.09 84.70 㼼 3.31 19.60 㼼 2.34 
㧗䠍 90 157.67 㼼 4.60 50.52 㼼 6.83 81.55 㼼 4.45 20.34 㼼 2.80 
㧗䠎 69 157.23 㼼 5.27 49.53 㼼 5.58 82.75 㼼 4.32 20.03 㼼 2.03 
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⏨Ꮚ 69 25.07 㼼 8.41
ዪᏊ 70 13.80 㼼 5.10
୰䠎
⏨Ꮚ 66 31.58 㼼 8.64
ዪᏊ 62 14.85 㼼 5.06
୰䠏
⏨Ꮚ 87 32.30 㼼 9.63
ዪᏊ 61 15.41 㼼 5.11
㧗䠍
⏨Ꮚ 75 38.68 㼼 12.07
ዪᏊ 90 18.22 㼼 7.89
㧗䠎
⏨Ꮚ 63 46.70 㼼 16.14
ዪᏊ 69 18.09 㼼 6.61
㧗䠏
⏨Ꮚ 57 46.16 㼼 12.47











** : p<0.01 
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
䞂䜷䞊䝔䝑䜽䝇ᢞ䛢 
⏨Ꮚ ዪᏊ 
㌟㛗 r䠙0.507 ** r䠙0.127 ** 
య㔜 r䠙0.537 ** r䠙0.177 ** 
ᗙ㧗 r䠙0.480 ** r䠙0.044 
















































㻌  ኚᩘ 㻌  B SEB β 㻌  r 㻌  
㻌  䝇䝔䝑䝥1 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
య㔜 0.683 0.530 0.534 ** 0.534 
 SEE 11.568 
㻌  㻌     R
2 0.285 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
㻌  䝇䝔䝑䝥2 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
య㔜 0.497 0.074 0.389 ** 0.534 
㻌  ᗙ㧗 㻌  0.503 0.140 0.207 ** 0.480 㻌  
㻌  㻌   SEE 11.404 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
   R2 0.307 
㻌  㻌  ԥR
2 0.022 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
䝇䝔䝑䝥3 
య㔜 0.748 0.159 0.585 ** 0.534 
ᗙ㧗 0.352 0.163 0.145 * 0.480 
BMI -0.931 0.520 -0.175 0.397 
㻌  㻌   SEE 11.373 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
   R2 0.312 
㻌  㻌  ԥR
2 0.005 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
㻌  ኚᩘ 㻌  B SEB β 㻌  r 㻌  
㻌  䝇䝔䝑䝥1 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
య㔜 0.145 0.038 0.177 ** 0.177 
 SEE 6.448 
㻌  㻌     R






















































㻌  䞂䜷―䝔䝑䜽䝇ᢞ䛢 
㻌  ⏨Ꮚ 㻌  ዪᏊ 㻌  
ᥱຊ r=0.693 ** r=0.304 ** 
ୖయ㉳䛣䛧 r=0.540 ** r=0.277 ** 
㛗ᗙయ๓ᒅ r=0.519 ** r=0.175 ** 
཯᚟ᶓ䛸䜃 r=0.556 ** r=0.319 ** 
20m䝅䝱䝖䝹䝷䞁 r=0.492 ** r=0.306 ** 
50m㉮ r=-0.653 ** r=-0.276 ** 
❧䛱ᖜ䛸䜃 r=0.615 ** r=0.335 ** 
䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 r=0.754 ** r=0.700 ** 




a  ੬৕ 
b  ੓৕ 
ኚᩘ B SEB β r 
䝇䝔䝑䝥1
䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 1.674 0.072 0.760 ** 0.760 
 SEE 8.905 
 R2 0.577 
䝇䝔䝑䝥2
䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 1.198 0.096 0.543 ** 0.760 
ᥱຊ 0.412 0.059 0.305 ** 0.690 
 SEE 8.411 




䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 1.052 0.101 0.478 ** 0.760 
ᥱຊ 0.407 0.058 0.301 ** 0.680 
20m䝅䝱䝖䝹䝷䞁 0.084 0.022 0.136 ** 0.490 
 SEE 8.268 




䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 1.013 0.102 0.460 ** 0.760 
ᥱຊ 0.357 0.060 0.264 ** 0.690 
20m䝅䝱䝖䝹䝷䞁 0.077 0.022 0.124 ** 0.490 
㛗ᗙయ๓ᒅ 0.122 0.047 0.097 * 0.525 
 SEE 8.208 




䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 0.961 0.103 0.436 ** 0.760 
ᥱຊ 0.286 0.067 0.212 ** 0.690 
20m䝅䝱䝖䝹䝷䞁 0.049 0.025 0.078 * 0.490 
㛗ᗙయ๓ᒅ 0.129 0.047 0.103 ** 0.525 
50m㉮ -2.099 0.864 -0.121 * -0.650 
 SEE 8.158 
 R2 0.649 
ԥR
2 0.005 
ኚᩘ B SEB β r 
䝇䝔䝑䝥1
䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢 1.203 0.059 0.697 ** 0.697 
 SEE 4.745 









































































































































































୰1 13.80 㼼 5.10 12.17 㼼 3.18 
୰2 14.85 㼼 5.06 12.68 㼼 3.43 
୰3 15.41 㼼 5.11 14.00 㼼 4.00 
㧗1 18.22 㼼 7.89 13.62 㼼 4.17 
㧗2 18.09 㼼 6.61 13.84 㼼 3.71 
㧗3 18.26 㼼 6.63 15.08 㼼 3.73 
䞂䜷䞊䝔䝑䜽䝇ᢞ䛢䠄m䠅 䝝䞁䝗䝪䞊䝹ᢞ䛢䠄m䠅
୰1 25.07 㼼 8.41 17.57 㼼 4.54 
୰2 31.58 㼼 8.64 24.22 㼼 5.14 
୰3 32.30 㼼 9.63 24.60 㼼 4.83 
㧗1 38.68 㼼 12.07 24.87 㼼 5.84 
㧗2 46.70 㼼 16.14 28.46 㼼 5.63 










meanSD ** : p<0.01؜ * : p<0.05 
中１
中２
中３
高１
高２
高３
中１
中２
中３
高１
高２
高３
21 中高生におけるヴォーテックス投げと体力の関係について
投げや円盤投げがあり，高校生ではジャベリックスロー
がやり投げとなりハンマー投げが追加され，投擲物や
投動作も多様化する．本研究の結果からは，男子に比べ
て身体の発達の早い女子のヴォーテックス投げ及びハン
ドボール投げの記録の増加量は少なく，女子のヴォー
テックス投げは体格や体力要素の影響も低い傾向であっ
た．このことは，投擲物を筋力等など体力要素のみで
「力任せ」に投げるのではなく，投擲物に適した投動作
の習得の必要性を示しているものと推察できる．投擲物
に適した投動作を習得については，投能力が低い生徒や
投運動に興味がない生徒に対しては，小学校期から使用
していたソフトボールに近く，ハンドボールより小さく
て軽いヴォーテックスフットボールを活用した授業実践
やゲームなどを活用し，投げる楽しさを経験した後に
多様な投運動の展開に繋がることを期待したい． 
Ⅴ．結語
　本研究では中学生及び高校生におけるヴォーテックス
投げと体力の関係について検討を行うことを目的とした.
その結果，以下のことが明らかとなった．
1．中高生のヴォーテックス投げの記録には男女差が存在
　　した．また，身体の発達に伴いヴォーテックス投げ
　　の記録は向上する傾向を示し，特に体重の影響を受け
　　た. 
2．ヴォーテックス投げは体力と関連があり，特に巧緻
　　性や瞬発力を評価して力強さやタイミングの良さが
　　必要なハンドボール投げの優劣に影響を受けた． 
　以上のことから，中学生及び高校生におけるヴォー
テックス投げは，ハンドボール投げと同様に投能力を
評価する新たな指標となる可能性があり，その記録の
向上には総合的な体力が影響し，特に力強さを発揮する
筋力や筋パワー，タイミングの良さを生み出す巧緻性が
重要であると考えられる．
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